































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 39 号（2016 年 3 月 20 日）
予感していた。そこで風景構成法を取り入れて
Aさんの有り様を感じ取ろうとしたのである
が，描画を書き終えたあとに，描画をはさんで
おしゃべりをすることが出来なかった。数回後
の面接までに風景構成法から読み取れることを
まとめ，どのようにAさんに伝えるかをシミュ
レーションして面接に臨んだが，おそらく肩に
力の入った説明や態度になっていたと予想され
る。
　また，Aさん自身も自分を少し客観的に眺め
て自分の心を感じ取る作業をすることに抵抗が
あり，風景構成法を媒介としたおしゃべりに
乗ってこなかったと考えられる。このことは，
投映法である描画を面接で用いるための重要な
点を示していると思われる。描画は，ただ描い
てもらえば良いものでもなく，ただ描いて解釈
すればよいものでもなく，描画を媒介に，そこ
に投影されているであろう描き手の姿を感じ取
り，話し合うためのおしゃべりがあってこそ，
初めて描画の意味が発揮されるのである。
　また，初心者にとってなぜかバウム画よりも
風景構成法の方が扱い易いという印象を持つと
いうことも大切であろう。バウム画は，その人
の生きる姿が木の姿に象徴的に現れるとも言わ
れる。自分の生きる姿を白紙の画用紙に投影し
て目に見える形になることは，不安や恐れや緊
張を生むものであり，時には描き手に対して心
的な侵入になる場合もあるとの知識から，初心
者はバウム画を取り入れることに抵抗感が生
じ，その抵抗感によって面接を守っていると考
えられる。　
　一方，風景構成法は10個のアイテムを順番
に描きこんでいき最終的に一枚の風景に仕上げ
るという描画法であるが，風景が持つ穏やかさ
や包まれ感を多くの人は自然の中から感じ取っ
ており，そこに現れる自分も風景によって緩和
されるような印象があるのではないかと筆者は
考えている。
　結局Aさんと大学院生が，風景構成法をさら
りと扱ったことは，二人の抵抗であったと理解
ができる。二人にとって描画を取り入れる時期
が早すぎたと言えよう。しかし、描画を用いた
ことで、自分に向き合うことの抵抗が表面化し
たことを知ることができた。そして、描画とい
う存在を知ることができた。描画を使って自分
を鏡に映したいと思い始めたときに描画という
方法を知っているかどうかは大きな違いがある
であろう。つまり、面接で生じた描画に対する
抵抗は実に重要であると考えられるのである。
　抵抗が生じたことを把握し、そこで生じた抵
抗の意味について考えることが必要である。
おわりに
　本論では，実母の不幸な死によって家族内に
作られた風土に適応し，思春期を迎える時期に
なって自分のアイデンティティが課題になり，
おそらく母親のことを知らないと自分を作れな
いとの危機感が生じ，不登校という行動を示し
たと思われる中学生のAさんを，過剰適応とい
う視点から理解することを試みた。そして，過
剰適応によって失われたであろう健康な自己主
張や自主性を育むために，心理臨床の初心者で
ある大学院生の面接が役立ったことを考察し
た。
　成長途上にある二人で，同じ時間を同じ空間
で過ごしながら未体験の体験をすることが，中
学生のAさんにとって大きな経験になったと推
測された。学校は不登校になっても面接は継続
し続けた事実は大きな意味を呈しているだろ
う。
　Aさんが本当は何を体験したのかは，まだA
さんによって語られていない。その為，確かな
ことは分からないが，二人の若者だからこそ，
自然な成長につながる関わりができたのではな
いだろうか。結果，ほんの少しAさんの自主性
に変化が見られたのである。
　その面接のほとんどは「おしゃべり」であり，
遊びであったことから，「おしゃべり」と遊び
が果たす重要な機能について考えることができ
─ 63 ─
教育相談面接における「おしゃべり」の機能について
た。　「おしゃべり」と「遊び」の中にAさん
は自己表現していたのであった。おしゃべりの
中の自己表現をいかに感受していくかが心理臨
床の大きな課題であろう。
　さらに，描画を用いるときにも「おしゃべり」
が重要であることが再認識された。自分自身の
感情に正直になり，無理をしない態度であるな
らば，初心者であっても描画に取り組むことが
できると理解された。その無理加減の指標が「お
しゃべり」であった。「おしゃべり」の重要な
機能を実感した。描画の扱い方において重要な
視点が提示されたと考える。
　過剰適応を余儀なくされたと思われる中学生
（高校生や大学生も同じであろうが）に、無理
強いしない「おしゃべり」と無理強いしない「描
画」を用いた心理教育的な方法についても今後
は考えていきたい。
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